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3 月 5日春の心地よい日差しのなか、お年寄りから子どもまで 67名が参加しました。
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南
・
北
小
学
校
６
年
生
が
参
加
し
た
ふ
る

さ
と
学
級
が
、
こ
の
ほ
ど
全
日
程
を
修
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
学
級
は
、
日
常
的
な
交
流
の
少
な
い

南
と
北
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
参
加
者
を

募
り
、
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
と
と
も

に
、
年
６
回
の
学
習
を
通
し
て
心
身
と
も
に

健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
南
小
49
名
、
北
小
８
名
の
合

計
57
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
学
級
に
参
加
し

て
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

平成 17年度ふるさと学級全日程
回 学習テーマと内容 開催期日 講　師

1

「人のためになるってどんなこと」
特老施設「川辺川園」を訪ね、園内の方々との交流を通し
て思いやりの心を育てると共に園内外の清掃を行い、奉仕
の精神を養う。

6 月 18 日（土） 川辺川園施設長　緒方礼子先生

2
「昔と今を学び、未来を考えよう」
相良村の文化財を訪ね、村の歴史・文化などについて学び、
郷土愛を育む。

7 月 25 日（月）
郷土史家
　前田一洋先生

3
「チャレンジ・ハイキング」
市房山登山を通じて助け合う心や励まし合う心を育てると
共に、たくましい体力・精神力を養う。

8 月 3 日（水）
登山愛好家
　守屋清吾先生

4
「川辺川で遊ぼう」　
川辺川河川敷で交流会をおこなって川に親しみ、瀬戸石ダ
ムや荒瀬ダムを見学して球磨川について学習する。

8 月 26 日（金）
〈共催〉
国土交通省川辺川ダム砂防事務所

5

「郷土料理をつくってみよう」
（午前） 郷土料理を自分たちで作り、炊事の苦労と楽しさを

経験する。

「自然とふれあう」
（午後） 相良村の自然を散策し、草花や昆虫観察などを通じ

て、自然の素晴らしさや大切さを体得する。

9 月 10 日（土）

（午前）
食生活改善推進協議会

（午後）
元北小学校校長　乙益正隆先生

6
「博物館に行こう」
九州国立博物館を訪ねて、国内外の歴史や自然・文化につ
いて学習する。

2 月 4 日（土） 博物館学芸員

平
成
17
年
度　

ふ
る
さ
と
学
級
全
日
程
修
了

郷土史家　前田先生の話を聞く

郷土料理に挑戦 ! 「川辺川園」での交流
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私
が
ふ
る
さ
と
学
級
に
参
加
し
て
特

に
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、相
良
村
見
学
、

市
房
山
登
山
、福
岡
へ
行
っ
た
事
で
す
。

　

相
良
村
見
学
で
は
、
相
良
村
の
事
を

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
知
っ
て
い
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
色
々

な
神
社
・
観
音
へ
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
・
観
音
の
歴
史
な
ど
を
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
相
良
村
の
事
を
知
っ
て

い
る
よ
う
で
、
あ
ま
り
知
っ
て
い
な
い

事
が
わ
か
り
、
私
は
「
一
つ
一
つ
の
神

社
や
観
音
も
今
ま
で
の
歴
史
の
中
で
、

で
き
て
い
っ
た
ん
だ
な
。」
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
相
良
村
見
学
を

通
し
て
、
相
良
村
の
歴
史
な
ど
を
調
べ

て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

市
房
山
登
山
で
は
、
最
初
は
本
当
に

登
れ
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

登
り
始
め
て
最
初
は
、
順
調
に
登
っ
て

い
た
け
ど
、
途
中
か
ら
き
つ
く
な
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
き
つ
さ
に
は
負

け
な
い
で
登
り
ま
し
た
。
登
っ
て
い
る

途
中
で
、
下
の
景
色
を
見
る
と
、
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
れ
で
、
頂
上
に

つ
い
た
こ
ろ
、
雨
が
降
っ
て
き
て
、
山

を
下
り
る
時
に
何
回
も
転
び
ま
し
た
。

こ
の
市
房
山
登
山
は
と
て
も
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
学
級
の
目

標
の
一
つ
で
あ
る
、
た
く
ま
し
い
体
力

と
精
神
力
を
養
う
こ
と
も
学
べ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
の
ふ
る
さ
と
学
級
で
、
福
岡
の

太
宰
府
天
満
宮
と
九
州
国
立
博
物
館
へ

行
き
ま
し
た
。
九
州
国
立
博
物
館
に
は

中
国
の
め
ず
ら
し
い
物
や
日
本
の
昔
の

物
な
ど
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私

は
め
ず
ら
し
い
物
が
見
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
６
年
生
の
社
会
科
の
学

習
の
ま
と
め
が
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
ふ
る
さ
と

学
級
を
通
し
て
、

私
は
色
々
な
事
を

学
び
、
ふ
る
さ
と

学
級
の
目
標
が
達

成
で
き
、
と
て
も

楽
し
い
ふ
る
さ
と

学
級
で
し
た
。

　

私
が
ふ
る
さ
と
学
級
で
一
番

心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
市
房
山
に

登
っ
た
こ
と
で
す
。
市
房
山
は
郡

内
で
も
登
る
の
が
難
し
い
山
だ
と

聞
い
た
の
で
、
私
は
登
れ
る
か
な

あ
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。当
日
、

山
に
着
く
と
、
聞
い
た
通
り
と
て

も
高
い
山
で
し
た
。

　

登
り
始
め
の
方
は
、
楽
で
お

し
ゃ
べ
り
な
ど
も
し
て
い
た
け
れ

ど
、
だ
ん
だ
ん
急
な
所
や
通
り
に

く
い
所
な
ど
が
で
て
き
て
息
も
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
口
数
も
減
っ

て
き
ま
し
た
。

四
回
目
の
休
け

い
の
と
き
、
も

う
す
ぐ
頂
上
だ

ろ
う
と
思
っ
て

先
生
に
聞
い
た

ら
、
ま
だ
や
っ

と
半
分
位
だ

と
お
っ
し
ゃ
っ

て
、
本
当
に
頂

上
ま
で
行
け
る

の
か
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
自
分
で
自
分
を
励
ま

し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
登
っ
て
い
く

と
、
頂
上
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

頂
上
の
辺
り
は
雲
の
中
で
し

た
。
き
り
の
様
で
し
た
。
や
っ
と

頂
上
に
着
い
た
と
き
「
や
っ
と
つ

い
た
ー
。」
と
い
う
気
持
ち
で
し

た
。
足
が
痛
い
の
も
忘
れ
る
位
す

が
す
が
し
か
っ
た
で
す
。
ま
も
な

く
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て

も
寒
か
っ
た
で
す
。

　

下
山
は
登
山
よ
り
も
難
し
く
、

今
に
も
転
ん
で
し
ま
い
そ
う
で
恐

か
っ
た
で
す
。
友
達
と
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
し
ん
ち
ょ
う
に
下
り

ま
し
た
。
や
っ
と
下
り
き
っ
た
と

き
に
は
、
と
て
も
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。

　

登
山
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
き
つ

い
こ
と
を
し
た
後
に
は
、
き
っ
と

気
持
ち
の
い
い
こ
と
や
、
う
れ
し

い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
で

思
い
出
し
て
自
分
の
力
に
変
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西　

祐
加

溝
口　

紗
貴

ふ
る
さ
と
学
級
に
参
加
し
て
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３
月
１
日
は
春
の
防
火
予
防

運
動
啓
発
の
た
め
、
村
消
防
団

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

団
長
以
下
29
名
の
団
員
は
、

各
分
団
の
消
防
積
載
車
等
で
地

元
の
啓
発
に
あ
た
り
「
空
気
が

乾
燥
し
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
火

の
後
始
末
に
は
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
」「
お
出
か
け
前

お
休
み
前
に
、
も
う
一
度
火
の

元
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
広
報
し
ま
し
た
。

「
あ
な
た
で
す　

火
の
あ
る
く
ら
し
の　

見
は
り
役
」

２
０
０
６
年
春
季
防
火
パ
レ
ー
ド

　

北
小
学
校
で
は
、
卒
業
生
自

ら
が
、
四
浦
和
紙
の
材
料
と
な

る
か
じ
の
木
を
煮
詰
め
る
作
業

か
ら
、
出
来
上
が
る
ま
で
の
全

工
程
を
体
験
し
て
卒
業
証
書
を

作
り
ま
し
た
。
今
年
も
８
名
の

卒
業
生
が
、
迫
田
鶴
夫
さ
ん
（
四

浦
和
紙
保
存
会
）
か
ら
指
導
を

受
け
、
池
井
浩
之
さ
ん
（
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）
に
協
力
い
た
だ

き
、
思
い
出
に
残
る
四
浦
和
紙

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
卒
業
証
書

　

１
月
21
日
か
ら
２
月
25
日
に

か
け
て
、
村
内
の
四
保
育
園
の

就
学
児
を
対
象
と
し
た
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

相
良
村
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、
幼
児
期
の
食
生
活
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
、
実
際
に
親
子
で
作
業
す

る
こ
と
で
、
楽
し
い
親
子
の
ふ

れ
あ
い
の
場
が
出
来
ま
し
た
。

村
内
保
育
園
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室おいしそうに出来ました。

（和光幼児園の親子）
上手くいきますように !

　

相
良
中
学
校
で
は
、
3
月
7

日
に
1
年
生
の
生
徒
全
員
に
よ

り
①
掃
除
を
徹
底
的
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
終
え
た
後
の
喜
び

と
充
実
感
を
感
じ
、
今
後
の
物

事
に
対
す
る
取
り
組
む
姿
勢
の

あ
り
方
を
自
ら
感
じ
取
る
場
と

す
る
。
②
ト
イ
レ
掃
除
か
ら
公

共
心
や
愛
校
心
、
勤
労
の
喜
び

を
感
じ
る
と
共
に
、
自
ら
を
見

つ
め
直
す
場
と
す
る
。
③
第

１
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
学
ん

だ
こ
と
を
発
展
さ
せ
、
地
域
へ

の
奉
仕
の
心
を
学
ぶ
場
と
す
る

第
２
回
ト
イ
レ
ク
リ
ー
ン
作
戦

素手ですみずみまで磨かれました。

目
的
で
、
第
2
回
ト
イ
レ
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
村
内
5
箇
所

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
5
箇
所
（
あ
さ
ひ
ヶ

丘
・
南
小
学
校
・
川
辺
川
園
・

サ
ン
ラ
イ
フ
み
の
り
・
役
場
）

の
ト
イ
レ
は
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
の
手
で
き
れ
い
に
磨
か

れ
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
目
的

は
充
分
達
成
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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東教育委員長より松尾先生へ手渡される
四浦和紙の賞状

　

管
内
小
・
中
学
校
の
教
育
職

員
に
よ
る
日
常
の
教
育
実
践
に

基
づ
く
教
育
論
文
を
募
集
し
、

教
育
職
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
と
相
良
村
学
校
教
育
の
充
実

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
趣
旨

と
し
て
、
相
良
村
教
育
委
員
会

が
実
施
し
た
平
成
17
年
度
相
良

村
「
教
育
論
文
」
の
表
彰
式
が
、

３
月
９
日
総
合
体
育
館
研
修
室

相
良
村
教
育
職
員
の
表
彰

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
育
財
産
に
今

回
も
９
点
の
す
ば
ら
し
い
財
産

が
積
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
初
め
て
四
浦
和

紙
を
使
っ
た
賞
状
が
送
ら
れ
ま

し
た
。　

　

受
賞
者
・
論
題
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

表　彰 氏　名 学校名 教科等 論　　題

最優秀賞 中村和弘
（代表）

相良北小 算 数
「自ら考え、生き生きと学習する児童の育成」
～基礎・基本の定着を図る算数科学習の指導の工夫を
とおして～

優 秀 賞

松尾裕史 相良南小 国 語 「基礎・基本の確実な定着を図るために」
～苦手な子を通して漢字指導の方法を考える～

三浦寿史 相 良 中 技術家庭
「基礎・基本の確実な定着を目指す授業の工
夫」～情報とコンピュータにおける教材開発と評価の
工夫～

入 選

平野貞子 相良南小 特別支援 「校内支援委員会を立ち上げて」
～子どものニーズに応じた支援を学校全体で考える～

吉村　剛 相 良 中 特別活動 「生徒が意欲を持って取り組む部活動の在り
方についての一考察」

増井智展 相 良 中 国 語
「言葉の力を高めるために指導と評価をどう
工夫すればよいか」～伝えあい分かり合う豊かで
確かな表現力を育てる授業を目指して～

松村芙美 相 良 中 特別活動

「音楽の楽しさを見出し、自主的に計画・運
営できる部活動の指導」
～自他の個性や感性を尊重し、お互いを高めあう生徒
の育成を目指して～

特 別 賞

中村和弘
（代表）

相良北小 学力充実「一人一人の学力充実を目指した指導の工夫」
～学校総体としての取組を通して～

中原修身
（代表）

相良南小 国 語
「確かな読みをふまえ、自分の考えを持ち、進
んで表現できる児童の育成」
～国語科を中心とした研究・実践～
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議員研修報告

〈期　日〉　平成 18 年２月６日～８日
〈参加者〉　 横山良継、小善満子、生駒浩一、
　　　　　市岡智惠、德田正臣、宮原一一、
　　　　　東憲十郎、村山昭憲、吉松美代、
　　　　　友田政春
　　　　　＊ １月 20 日の議会臨時会にお

いて議員派遣が全員賛成で可
決された。

〈研修先〉福島県泉崎村

1． 【自主再建に取り組んでいる福島県泉崎村研修】

● 概要　泉崎村は、福島県の南部に位置し東京から約 200 ㎞の距離にある村である。村内をＪ
Ｒ東北本線、国道４号、東北自動車道が通っており、ＪＲ東北本線の泉崎駅が村の中心部に
ある。福島空港までは 15kmと交通の利便性が良い地域である。昭和 29 年 10 月１日、２つ
の村が合併して誕生した村である。
　 　また、県と協議指導により、地方財政再建促進特別措置法に基づかない自主的財政再建計
画に基づき、平成 12 年６月定例議会で議決し、５年計画で財政再建に取り組んでいる。

原因として
　⑴ 特に一般会計予算（決算上）等では、厳しい財政事情に係わらず、村税収入は 12 億 2400
万円、地方交付税 7億 6千万円である。本村と比較すると村税では４倍弱で交付税は約半
額であり健全財政であるが、特別会計に繰入金として繰上充用金が予算執行されてきた。
（平成 12 年度～平成 16 年度まで）

　　ア　 歳出面の削減効果も
努力が伺える。人件費
に関しては、特別職
の給与 10％削減、総
務課長 10％、他課長
８％、職員５％削減。
（平成 15 年９月から
実施され、手当等が
改善されている）

　

議会だより

泉崎村議会議長及び村執行部

福島県泉崎村役場前
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⑵特別会計の決算
　　ア　 工業用地造成事業会計、住宅地造成事業会計など中核工業団地造成事業として投資したものの販

売が思うよう推進せず、工業用地造成事業会計では平成 16 年度決算上で、歳入額 1億 3235 万 1
千円、歳出額累積欠損額 21 億 2714 万 6 千円の赤字財政となっている。このことから、企業を誘
致促進やグループ企業での立地促進等をしている。また、住宅用地造成事業会計においても、住
宅団地を販売したが、多額の欠損額があり、インターネットやテレビ、新聞等での販売促進等を
行っている。

　　イ　 自主再建団体になったのは、特別事業の累積赤字によるものであるが、村執行部、議会、村民の
理解により努力され効果が上がっている。

２．【地元選出議員陳情及び国会研修】

（国会要望書の提出先）

　農 林 水 産 副 大 臣　　三  浦　一  水
　農林水産大臣政務官　　金  子　恭  之
　参　議　院　議　員　　松  村　祥  史

　　《要望内容》

　川辺川ダム建設事業は流域市町村の要望により、計画された事業であり流域住民の尊い

生命、財産を守る一大事業であります。

　ダム建設計画発表以来、40年幾多の難局に直面しながらも水没地域である五木村、相

良村両村の苦渋の選択と決意で事業は進められてきました。

　今では、両村の新しい村づくりが進みダム本体の着工を待つのみとなっています。

　しかしながら、川辺川ダム建設事業を取り巻く状況は厳しく、ダムによる利水事業も見

直しを余儀なくされている状況であります。

　これからダム建設が長引き、昨年の台風 14号による出水にみられるように、いままで

の経験等では推し計れない事態が発生すると予想されます。台風 14号による被害は甚大

です。

　相良村は川辺川流域にあり早急に抜本的治水対策をダム本体着工前に取り組んで頂きま

すよう下記事項を切に要望いたします。

記

１．出水時に浸水した地域の河川河床の土砂排出及び堤防の嵩上げ

２．遊水池となる箇所の農地の所得補償

３．国道４４５号の浸水箇所の嵩上げ

４．国道４４５号の道路改良

　以上、要望します。

　　　平成 18年２月７日

　国会議員の方との対話を設けてもらい要望の内容についてご理解いただいたものと思われ
る。今後の課題として、県にも要望をすべきと感じた。
　また、国会研修では予算委員会傍聴をさせていただき、ＢＳＥ質疑があり小泉首相の答弁
を直接聞くことができました。

議会だより

４月号に続く



○常任委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

総務文教 市岡　智惠 德田　正臣
髙岡　重盛　　村山　昭憲
友田　政春　　横山　良継

産業福祉 宮原　一一 吉松　美代
生駒　浩一　　東　憲十郎
小善　満子

○議会運営委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

運営委員会 友田　政春 宮原　一一
市岡　智惠　　髙岡　重盛
小善　満子

○特別委員会
委員会名 委員長 副委員長 委　　員

川辺川ダム・利水対策
特別委員会

生駒　浩一 村山　昭憲 全　議　員

市町村合併問題
特別委員会

友田　政春 宮原　一一
市岡　智惠　　髙岡　重盛
小善　満子　　横山　良継

○議会選出
人吉球磨広域行政組合議会議員 德田　正臣　　吉松　美代

川辺川総合土地改良事業組合議会議員 生駒　浩一

人吉下球磨消防組合議会議員 村山　昭憲

監査委員 宮原　一一

各常任委員会等の議会議員の構成が決定しました。

監査委員の紹介
1 月 20 日付けで、識見を有する者の代表として、岩﨑敬治さん（下四浦）が第 1回相良
村議会臨時会において選任されましたので、お知らせします。

（平成18年1月20日適用）

8

氏　　名 就　　任

議 長 横山　良継 平成17年 5 月 9日

副 議 長 小善　満子 平成17年11月17日
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文
化
財
シ
リ
ー
ズ

（
56
）

舟ふ

な

と

じ

ょ

う

あ

と

渡

城

跡

　

写
真
は
、
四
浦
の
舟
渡
城
跡
で

す
。
場
所
は
、
四
浦
阿
蘇
神
社
か

ら
南
へ
三
百
㍍
ほ
ど
。
樫
の
木
が

茂
る
丘
で
す
。

　

旧
相
良
北
中
学
校
の
校
歌
に
は

「
舟
渡
城
址
に
萌
ゆ
る
樫　

高
嶺

は
る
け
く
仰
烏
帽
子
（
以
下
略
）」

と
歌
わ
れ
て
い
て
、
名
前
は
良
く

知
ら
れ
て
い
る
お
城
で
す
。

　

舟
渡
城
が
い
つ
頃
の
城
か
は
不

明
で
す
が
、
今
か
ら
五
五
〇
〜

四
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
戦
国
時
代

（
室
町
時
代
後
期
）
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
時
代
は
、
全
国
各
地

で
戦
い
が
起
こ
っ
た
た
め
、
各
地

に
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

舟
渡
城
に
は
、
現
在
も
敵
が
侵

入
で
き
な
い
よ
う
に
堀ほ

り
き
り切
と
呼
ば

れ
る
守
り
の
施
設
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
城
の
中
心
部
に
は
平

坦
部
が
あ
り
現
在
は
畑
で
す
が
、

こ
こ
に
城
の
中
心
的
な
建
物
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
城
跡
の
一
部

が
、
県
道
相
良
人
吉

線
の
道
路
拡
張
工
事

で
壊
れ
る
た
め
、
昨

年
11
月
か
ら
３
月
ま

で
の
予
定
で
、
熊
本

県
文
化
課
が
記
録
を

残
す
た
め
の
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
場
所
は
、

舟
渡
城
の
南
端
の
斜

面
一
四
〇
〇
㎡
ほ
ど
。

調
査
の
結
果
は
、
次

年
度
以
降
に
報
告
書

に
ま
と
め
ら
れ
て
発

刊
さ
れ
ま
す
。

舟渡城跡の発掘調査現場

① ウォーキングやジョギング、犬の散歩、屋外清掃などの日常生活の中で、
地域のパトロール活動を行います。

② 犯罪、非行等の危険な行為を目撃した場合には駐在所や警察に通報します。
③ 「あいさつ」＋「ひと言」声かけ運動を奨励します。
④ 防犯上改善が必要と思われる場所（河川・公園・道路）等を見つけた場合
は教育委員会へ通報してください。教育委員会が関係機関へ連絡します。

「相良村子どもを守る会」
活動開始！

　本会のボランティア会員を募集しましたところ、たくさんの方が会
員として登録いただきました。会員には腕章とネームホルダーが支給
されます。
　ボランティア会員のみなさんは、日常生活の中で、防犯意識をもっ
て次のような地域監視を行う活動をします。

【問合せ先】　相良村教育委員会　社会教育係
　　　　　　☎３５‐１０３９　FAX３５‐０６８９
　　　　　　メールアドレス　sagara.boe@vil l .sagara.kumamoto.jp

地域
の子ども

は地域で守りましょう
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保健福祉課（直通）

　35－1032
国保係－内線25　戸籍係－内線29
保健係・生活環境係－内線26　　　　
福祉係－内線24・28まで

お問い合わせは

20
歳
以
上
の
学
生
の

み
な
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
在
学

中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
納
め
る
こ
と
が
出
来
る
制
度

で
す
。
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料

が
納
め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
役

場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
申
請

し
ま
し
ょ
う
。
申
請
が
遅
れ
て
、

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し

ま
う
と
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
で

重
い
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
、
不
利
益

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
請
が
大
切
で
す
。

《
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。》

◇
対
象
と
な
る
人

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
所

得
が
１
４
１
万
円
以
下
（
学
生
の

方
に
扶
養
親
族
が
あ
れ
ば
基
準
額

が
変
わ
り
ま
す
。）
の
方

◇
対
象
と
な
る
学
生
は
？

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限

が
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
等
に

在
学
す
る
学
生
。
夜
間
・
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
の
学
生
も
含

ま
れ
ま
す
。

◇
申
請
の
と
き
に
持
参
し
て
い
た

だ
く
も
の

①
年
金
手
帳

②
学
生
証
ま
た
は
平
成
18
年
４
月

以
降
に
交
付
さ
れ
た
在
学
証
明
書

③
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
で
す
。）

◇
承
認
さ
れ
る
と
・
・
・

　

申
請
さ
れ
た
年
度
の
４
月
分
か

ら
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、既
に
納
付
済
の
分
や
、

中
途
退
学
の
場
合
は
退
学
し
た
月

の
翌
月
以
降
の
分
を
除
き
ま
す
。

※
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
10
年
以
内
に
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
つ
き
ま

す
。）

ご
注
意
く
だ
さ
い
‼

　

昨
年
度
申
請
し
た
方
は
、
18
年

度
の
申
請
を
お
忘
れ
な
く
!
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

－

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ
、

就
業
に
役
立
ち
ま
す

－
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
技
能
講

習
会
（
３
級
課
程
）
受
講
者

募
集

◇
期
日　

平
成
18
年
５
月
13
日
か

ら
７
月
23
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

（
11
日
間
）

◇
場
所　

母
子
休
養
ホ
ー
ム　

し

ら
ゆ
り
会
館
（
熊
本
市
錦
ヶ
丘
）

◇
定
員　

30
人
程
度

◇
受
講
資
格　

次
の
い
ず
れ
も
満

た
す
方

　

⑴
母
子
家
庭
の
母
又
は
寡
婦

　

 

⑵
就
業
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
技
能

習
得
の
必
要
の
あ
る
方
で
、
講

習
の
全
日
程
に
出
席
で
き
る
方

◇
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
・
検
定
試
験
の
費
用
は

自
己
負
担
）

◇
申
込
方
法　

役
場
保
健
福
祉
課

福
祉
係

◇
申
込
締
切　

４
月
25
日
（
火
）

◇
そ
の
他　

本
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ

ン
技
能
講
習
会
の
受
講
者
は
、
平

成
18
年
度
の
家
庭
生
活
支
援
員
養

成
講
習
会
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
課
程
準
拠
。
６
〜
８
月
実
施
予

定
）
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
８
７
７
７

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
２
９

モシモシ健康情報

☎０９６－３８５－３３００
24 時間電話を通して健康をお届け
します。

３月の週間プログラム
月……耳鳴りについて
火……自閉症とは　
水……メタボリック症候群
木……ホワイトニング
　　　（歯を白くするためには）
金…… MRワクチンってなぁーに？

（麻疹・風疹混合ワクチンについて）

土 /日…… 変わる、変わる　こころ
その２

　　　　　－思春期の心の成長－
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介護保険からの重要なお知らせです
　介護保険法に基づき、向こう３年間（平成 18 年度から平成 20 年度）の第１号被保険者（65 歳以上）
の方の保険料を見直した結果、現行保険料では相良村の介護保険会計を健全に運営することが困難で
ある見込みであることから、今回、次のように改定させていただくことになりました。
　介護保険は、皆様方に納めていただく保険料で、介護が必要となった時の保険給付費をまかなう支
え合いの制度です。今回の保険料改定と保険料納付にご理解、ご協力くださるようにお願いします。

保険料算定の基礎
（前年の所得）

生活保護者及び老齢福祉年
金受給者であって世帯全員
が村民税非課税の方

世帯全員が村民税非課税の
方で前年の本人の所得金額
と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方

世帯全員が村民税非課税の
方で前年の本人の所得金額
と課税年金収入額の合計が
80万円を超える方

世帯の誰かに村民税が課税
されていて、本人は村民税
非課税の方（基準額）

本人が村民税課税の方で前
年の本人の所得金額の合計
が２００万円未満の方

本人が村民税課税の方で前
年の本人の所得金額の合計
が２００万円以上の方

〈参考〉
　介護保険会計の保険給付費に対する割合は、第１号被保険者（65 歳以上）の保険料が 19％で、第２号被保
険者（40 歳～ 64 歳）の保険料が 31％、国の補助が 25％、県の補助と村費が 12. ５％となっております。

給付見込額計（18～20年度）

１,５９３,９３２,０００円

※保険料の算出（基準月額＝５，２００円）

　　　　　　　　（給付見込額計）　　　　　　　（割合）　　（65 歳以上）

　１,５９３,９３２,０００円÷３年× 19％÷１,６１０人÷ 12月＝５,２２５円

平成18年度見込　５２６,７４０,０００円
平成19年度見込　５２９,８９０,０００円
平成20年度見込　５３７,３０２,０００円

現行保険料額
平成18年３月までの
保険料（月額）

２, ２００円
（４, ４００円×０. ５）

３, ３００円
（４, ４００円×０. ７５）

４, ４００円
（４, ４００円×１. ０）

５, ５００円
（４, ４００円×１. ２５）

６, ６００円
（４, ４００円×１. ５）

新保険料額
平成18年４月からの
保険料（月額）

２, ６００円
（５, ２００円×０. ５）

３, ９００円
（５, ２００円×０. ７５）

５, ２００円
（５, ２００円×１. ０）

６, ５００円
（５, ２００円×１. ２５）

７, ８００円
（５, ２００円×１. ５）

※所得金額とは収入から控除を引いた所得（課税対象額）です。
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し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
に

　
「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の

　
　
　
　
　
　

心
構
え
三
か
条
」

◎
第
一
の
ポ
イ
ン
ト

　

取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

突
然
送
ら
れ
て
く
る
、「
お
金
貸

し
ま
す
」
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
（
Ｄ
Ｍ
）・
携
帯
メ
ー
ル
等
に

注
意
。

（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸

し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注

意
）

◎
第
二
の
ポ
イ
ン
ト

　

融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と
す

る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、
保

険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お
金
を

要
求
し
て
き
ま
す
）

◎
第
三
の
ポ
イ
ン
ト

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に

次
の
と
こ
ろ
に
問
合
せ
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

☎
０
３
‐
５
３
２
０
‐
４
７
７
５

平
日
：
午
前
９
時
〜
12
時
、
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話

の
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
に
な
り
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

熊
本
県
の
委
託
事
業
で
あ
り
ま

す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
活

動
を
さ
れ
る
「
手
話
奉
仕
員
養
成

（
こ
の
終
了
後
は
「
手
話
通
訳
者

養
成
」）
講
座
」
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

◇
日
時

〈
入
門
課
程
〉

　
４
月
19
日
〜
８
月
２
日

　
毎
週
水
曜
日

　
19
時
〜
21
時

〈
基
礎
課
程
〉

　
９
月
６
日
〜
翌
年
３
月
21
日

　
毎
週
水
曜
日

　
19
時
〜
21
時

※
基
礎
課
程
は
、
入
門
課
程
修
了

者
に
限
り
ま
す
。

◇
場
所　

人
吉
市
西
間
下
町
41
‐
１

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者　

手
話
奉
仕
員
又
は
手

話
通
訳
者
に
な
り
社
会
福
祉
活
動

を
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

◇
定
員　

40
名

◇
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
等

約
３
，
０
０
０
円
程
度

◇
申
込 

開
催
当
日
、
会
場
に
て

申
込
（
定
員
に
達
し
た
場
合
、
遠

慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

個
人
事
業
者
の
方
へ

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
と
納
税
は
お
済
で
す
か
。

　

消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当

す
る
個
人
事
業
者
の
方
の
平
成
17

年
分
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
は
、
平
成
18
年
３
月

31
日
（
金
）
が
申
告
・
納
付
の
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
申
告
・
納

付
を
行
っ
た
場
合
、
無
申
告
加
算

税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
つ

い
て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
の
税
務

署
（
個
人
課
税
担
当
）
や
、
税
務

相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
人
吉
税
務
署

☎
２
３
‐
２
３
１
１

税
務
相
談
室
八
代
分
室

☎
０
９
６
５
‐
３
５
‐
１
１
７
１

○
〒
８
６
８
‐
０
０
６
１

人
吉
市
蓑
野
町
２
０
０
‐
１

㈶
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会
球
磨

支
部　

支
部
長

℻
２
４
‐
２
５
５
８

○
〒
８
６
８
‐
０
０
７
２

人
吉
市
西
間
下
町
41
‐
１

人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
ぎ
人
吉
球
磨

グ
ル
ー
プ

（
職
場
）
☎
２
４
‐
９
１
９
２

（
夜
間
）
☎
２
４
‐
０
４
８
９

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険

年
度
更
新
は
４
月
１
日
か

ら
５
月
２２
日
ま
で
で
す

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新

に
必
要
な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で

に
事
業
主
の
方
へ
送
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
５
月

10
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
に
県
内

各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、「
労
働
保
険
概
算
・
確

定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の
う

え
集
合
受
付
会
場
で
、
申
告
さ
れ

る
方
法
の
他
、
熊
本
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
若
し
く
は
日
本

銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関
か

郵
便
局
へ
も
同
時
に
申
告
・
納
付

も
で
き
ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す

と
、「
国
」
で
保
険
料
を
決
定
す

る
ほ
か
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
の
総
称
）
は
、
農
林
水

産
業
の
一
部
を
除
い
て
、
一
人
で

も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
労
働
保
険
へ
の
加
入
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
て
な
い
事
業
主

の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
た
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公

共
職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う

え
、
速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
２

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
偽
者
Ｄ
Ｍ
（
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
）
や
携
帯
メ
ー

ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や

保
険
金
名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る

新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
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平
成
18
年
度
の
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
実
施

　

消
防
法
第
13
条
の
５
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
熊
本
県
知
事
の
委
任
に
係
る

当
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◇
期
日　

平
成
18
年
６
月
11
日
（
日
）

◇
試
験
地　

熊
本
市
・
八
代
市
・
玉
名

市◇
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
第
１
類

〜
６
類
・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
受
付
期
間　

平
成
18
年
４
月
20
日

（
木
）
〜
４
月
26
日
（
水
）

◇
受
験
願
書
の
請
求
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
又
は
最
寄
り
の
消
防
署（
本
部
）

【
受
験
願
書
提
出
・
問
合
せ
先
】

〒
８
６
２
‐
０
９
７
６

熊
本
市
九
品
寺
一
丁
目
11
番
４
号　

熊

本
県
教
育
会
館
内

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５
又
は

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
７
６
１
０

入院時の食事についての
負担方法が変わります

４月1日から
健康保険法等の
規定に基づいて

平成18年３月　厚生労働省
〔問合せ先〕役場保健福祉課国保係
　　　　　　☎ 3 5 - 1 0 32

◎４月１日から入院時の食事の負担が、１日単位から、１食単位に変更されます。

変 更 前 変 更 後

①一般の方 １日につき
７８０円

１食につき
２６０円

② 市町村民税非課税の世帯に属す
る方等（③以外の方）

　　 　過去１年間の入院日数が 90 日を
　　　 超えている場合

１日につき
６５０円
（500 円）

１食につき
２１０円
（160 円）

③ ②のうち、所得が一定の基準に
満たない 70歳以上の方等

１日につき
３００円

１食につき
１００円

・ 上記の②及び③に該当する方は、加入している医療保険の保険者（老人保健は居住地の
市町村）の発行する減額認定証を、被保険者証等に添えて医療機関の窓口に提出するこ
とにより、減額が受けられます。

・ 詳しくは、加入している医療保険の保険者（老人保健は居住地の市町村）までお問い合
わせください。

・ 医療機関で提供される食事の内容が変わるものではなく、食事の負担額について、食数
にかかわらず１日単位で計算していたものを１食単位の計算に変更するものです。
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平
成
18
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
（
大
学
卒
業
等

程
度
）
日
程
の
お
知
ら
せ

◆
Ⅰ
種
試
験

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
48
・

４
・
２
〜
昭
和
60
・
４
・
１
生
ま

れ
の
者

②
昭
和
60
・
４
・
２
以
降
生
ま

れ
で
平
成
19
・
３
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日

（
月
）
〜
４
月
10
日
（
月
）

【
第
１
次
試
験
日
】
４
月
30
日

（
日
）

◆
Ⅱ
種
試
験

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
52
・

４
・
２
〜
昭
和
60
・
４
・
１
生
ま

れ
の
者

②
昭
和
60
・
４
・
２
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
・
３
ま
で
に
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
・
卒
業
見
込
及

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
14
日

（
金
）
〜
４
月
25
日
（
火
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
18
日

（
日
）

◆
国
税
専
門
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
54
・

４
・
２
〜
昭
和
60
・
４
・
１
生
ま

れ
の
者

②
昭
和
60
・
４
・
２
以
降
生
ま

れ
で
平
成
19
・
３
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日

（
月
）
〜
４
月
14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日

（
日
）

◆
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
52
・

４
・
２
〜
昭
和
60
・
４
・
１
生
ま

れ
の
者

②
昭
和
60
・
４
・
２
以
降
生
ま

れ
で
平
成
19
・
３
ま
で
に
大
学
卒

業
・
卒
業
見
込
及
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日

（
月
）
〜
４
月
14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日

（
日
）

◆
法
務
教
官
採
用
試
験

【
受
験
資
格
】
①
昭
和
52
・

４
・
２
〜
昭
和
60
・
４
・
１
生
ま

れ
の
者

②
昭
和
60
・
４
・
２
以
降
生
ま
れ

で
平
成
19
・
３
ま
で
に
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
・
卒
業
見
込
及

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
者

【
申
込
受
付
期
間
】
４
月
３
日

（
月
）
〜
４
月
14
日
（
金
）

【
第
１
次
試
験
日
】
６
月
11
日

（
日
）

◎
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、

１
４
０
円
分
（
国
税
専
門
官
に
つ

い
て
は
１
２
０
円
分
）
の
切
手
貼

付
、
あ
て
先
明
記
）
を
同
封
し
た

封
筒
に
、
請
求
す
る
試
験
名
を
朱

書
き
し
、
次
の
問
合
せ
先
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
配
布

【
問
合
せ
先
】

〒
８
１
２
‐
０
０
１
３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
‐
11

‐
１

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

係☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
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０
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労働安全衛生法に基づく

平成18年度各種免許試験案内
試 験 の 種 類

上期日程 下期日程（予定）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

二級ボイラー技士 ６ 23 13 12 ７ 14 ４ 20 14 30 20 23

クレーン・デリック運転士
（クレーン限定） 12 12 ８ ６ 21 ６ 19 21 15 15 22 20

移動式クレーン運転士 15 20 20 20 ５ 13 ７

衛生管理者 5,24 30 21 4,19 ８ 5,28 11 16,27 18 26 16 6,22

潜水士 18 11 12 18

※この他に 13 種類の試験を行っています。
【問合せ先】　九州安全衛生技術センター
　　　　　　〒８３９－０８０９　福岡県久留米市東合川５丁目９番３号　☎０９４２－４３－３３８１

「個別労働関係紛争のあっせん」を行っています
　熊本県では、賃金カットや解雇など労働者個人と使用
者の間におこる問題解決のお手伝いをしています。
　「裁判で争ったりせず、なるべく早く、円満に解決した
い。」そんな方の力になります。
　トラブルでお悩みの方はご相談ください。無料で対応
いたします。また、秘密は厳守します。
【問合せ先】　熊本県労働委員会事務局
　　　　　　☎０９６－３３３－２７５３

ライセンスを取って
開こう明るい未来‼
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４月の行事予定　※変更になる場合もあります。

日 月 火 水 木 金 土
１

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦町
総合福祉センター

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
◆母子健康手帳
交付・母親学級
（受付9:00～9:20
役場１階保健室）
～11:00まで
◆椿の会（午後
3:15～4:15）吉田
病院

◆社会保険出張相談
（受付9:00～11:30，13:00
～14:30）多良木町役場

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦町
総合福祉センター

●家庭の日  ●総合体育館
　ふるさと館休館日

●読書の日

９ 10 11 12 13 14 15
◆相良中学校入学
式

◆相良南・北小学
校入学式

◆院内断酒会（午
後2:00～3:30）光
生病院

◆あすなろ会（午後
7: 00～8 : 00）多良
木町保健センター

◆心の健康相談
（受付14:00～事前
予約）人吉保健所
◆フレンド会（受付
11:00～事前予約）
人吉保健所

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター
◆院内断酒会（午
後7:00～8:00）吉
田病院

 ●総合体育館
　ふるさと館休館日

●読書の日 ●地域子育ての日

16 17 18 19 20 21 22
◆母子健康手帳
交付・母親学級
（受付9:00～9:20
役場１階保健室）
～11:00まで

◆ポリオ（3～90ヶ
月）（受付13 :20～
13 : 3 0）総合体育
館 1階研修室～
15:00まで

◆ ３ヶ月 児 健 診
･BCG接種（H17.12.17
～H18.1.5生）（受付
13:20～13:30）総合
体育館1階研修室～
15:00まで
◆社会保険出張
相談（受付9:00～
11:30，13:00～14:30）
人吉総合病院

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦町
総合福祉センター

  ●総合体育館
　ふるさと館休館日

●地域パトロールの日
●読書の日

23 ／ 30 24 25 26 27 28 29
◆椿の会（午後
3:15～4:15）吉田
病院
◆断酒教室（午後
1:30～）人吉保健
所

◆幼児歯科健診
（H13.4～5月生）
（受付1 3 : 2 0 ～
13 : 3 0）総合体育
館 1階研修室～
15:00まで

◆あすなろ会（午後
7: 00～8 : 00）多良
木町保健センター

◆心の健康相談
（受付14:00～事前
予約）人吉保健所

みどりの日

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦町
総合福祉センター

 ●総合体育館
　ふるさと館休館日

●読書の日

「
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

取
り
扱
い
作
業
従
事
者

特
別
教
育
講
習
会
」実
施

◇
日
程　

平
成
18
年
４
月
２
日

（
日
）

◇
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

受
付
午
後
12
時
30
分
〜
（
時
間
厳

守
）

◇
会
場　

ポ
ッ
ポ
ー
館

　

２
階
会
議
室

（
く
ま
が
わ
鉄
道
免
田
駅
構
内
）

◇
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◇
定
員　

70
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

◇
申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
の

上
、
受
講
料
と
と
も
に
提
出
（
申

込
書
は
左
記
の
組
合
事
務
所
に
有

り
ま
す
）

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

〒
８
６
８
‐
０
０
１
６

人
吉
市
城
本
町
１
０
８
７
‐
１

熊
本
県
建
築
労
働
組
合
人
吉
球
磨

支
部

☎
２
２
‐
６
８
６
４

４月は国民健康保険税及び軽自動車税の納期月です。
納め忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！
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（２月末現在）　　

世帯数　１,６９８世帯（△１）

男　性　２,６２５人　（△11）

女　性　２,９６９人　（　２）

合　計　５,５９４人　（△９）

（　）内は、先月末との差

香
典
返
し
（
２
月
分
）

（
相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

（
敬
称
略
）

　
（
寄
付
者
）　　
　
（
区
名
）

宮
原　

正
典
（
上
川
下
）

綱
木　

國
暉
（
下
四
浦
）

西
山　

和
男
（
松
葉
）

西
山　

導
人
（
十
島
）

相良村の人口と世帯
編
集
後
記

　

先
日
、
福
寿
草
を
み
に
登
山
し
て

き
ま
し
た
。
約
１
年
ぶ
り
の
登
山
で

体
力
が
心
配
で
し
た
が
、
ど
う
に
か

黄
色
い
花
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
花
の
美
し
さ
に
疲
れ
も
取
れ
、

し
ば
し
感
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
話

に
よ
る
と
か
な
り
花
が
減
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。
気
象
の
変
化
も
関
係
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
盗
掘
に
よ

る
も
の
が
大
半
だ
と
か
。
花
は
そ
こ

に
咲
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
美
し
い
の

で
あ
り
、
希
少
植
物
な
ど
は
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

（
シ
ュ
ン
）

　相良村総合体育館２階の図書コーナーに
は、県立図書館の本が300冊ほど配置さ
れています。主に絵本や料理の本、小説な
ど。こんな本を読んでみたいというリクエ
ストもできますのでご利用ください。
お問合せ：教育委員会　☎３５－１０３９

図書のお知らせ 亀集まれ！
遅かったあなたが主役です

　平成 18年４月１日より相
良村に陸上競技部（タートルズ）
が発足します。この機会に是非、あなたも
体力アップ及び、自分の可能性に挑戦して
みませんか？

◇練　習　週１回　午後６時30分～９時
◇対　象　小学生・中学生・高校生・一般
　　　　　※いずれも男女可。
◇種　目　短・中・長距離、陸上種目全般
◇定　員　なし
◇入会金　１, ０００円
◇年会費　・学生　年間３, ０００円
　　　　　・一般　年間６, ０００円
【問合せ先】相良村体育協会事務局
　　　　　　☎３５‐１０３９

　

◆さがら温泉 茶湯里 からのお知らせ◆
　平成18年４月１日（土）より温泉入浴料金及びプール料金が改正になります。

　　温　泉　大人４００円・子供２００円
　　プール　大人７５０円・子供４００円

大変ご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願いいたします。




